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産
業
の
振
興
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
は
欠

か
せ
な
い
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
自
立
し

た
経
済
基
盤
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

商
工
業
の
立
地
促
進
の
た
め
に
、
企
業

誘
致
条
例
を
制
定
し
、
市
内
へ
の
企
業
誘

致
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
商
店

街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
商
工
会
議
所
、

商
工
会
を
通
じ
た
助
成
、
空
き
店
舗
を
利

用
し
て
営
業
を
開
始
し
た
事
業
者
へ
の
支

援
、
地
域
創
業
助
成
金
を
活
用
し
た
創
業

支
援
や
雇
用
の
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
早
稲
田
大
学
と
連
携
し
、
新
産

業
の
創
出
や
人
材
育
成
の
支
援
、
事
業
者

の
自
立
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、「
七
福
神
め

ぐ
り
」、「
児
玉
三
十
三
霊
場
め
ぐ
り
」、

「
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
活
動
」
や
伝

統
的
な
ま
つ
り
な
ど
の
支
援
を
通
じ
て
、

地
域
に
に
ぎ
わ
い
と
活
性
化
を
取
り
戻
す

事
業
を
展

開
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
地

域
の
特
性

を
踏
ま
え

た
観
光
戦

略
の
検
討

や
、
こ
だ

ま
千
本
桜

推
進
事
業

の
展
開
な

ど
、
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
発
展
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
本
庄
市

有
機
１
０
０
倍
運
動
」
や
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

制
度
等
を
通
じ
て
、
安
全
・
安
心
な
農
産

物
生
産
の
拠
点
と
し
て
魅
力
と
特
色
あ
る

地
域
農
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

新
規
就
農
者
の
確
保
や
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
、
地
産
地
消
運
動
の
推
進
等
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

交
通
・
基
盤
整
備
分
野
の
取
組
み
は
、

経
済
的
基
盤
を
築
い
て
本
市
が
大
き
く
飛

躍
す
る
た
め
に
重
要
で
す
。
豊
か
な
自
然

環
境
の
中
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
都
市
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、交
通
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

国
道
17
号
（
本
庄
道
路
）
や
国
道
４
６
２

号
線
の
建
設･

整
備
の
早
期
実
現
に
向
け
、

積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

公
共
交
通
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ

高
崎
線
・
八
高
線
の
輸
送
力
増
強
、
八
高

線
の
電
車
化
、
上
越
新
幹
線
本
庄
早
稲
田

駅
停
車
列
車
の
増
発
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
を
通
じ
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
人
が
集
う
拠
点
の
形
成
に
つ

い
て
は
、「
本
庄
新
都
心
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
」
の
事
業
認
可
を
早
期
に
取
得

し
、事
業
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

早
稲
田
大
学
を
中
心
と
し
た
、産
・
学
・
公
・

地
域
の
連
携
に
よ
り
、
研
究
開
発
型
企
業

の
誘
致
な
ど
を
進
め
、
地
域
の
発
展
を
促

進
し
て
い
き

ま
す
。

　

中
心
市
街

地
の
空
洞
化

問
題
に
つ
い

て
は
、
本
庄

駅
北
口
、
児

玉
駅
周
辺
の

中
心
市
街
地

の
再
生
・
活

性
化
に
つ
い

て
、
住
民
と

の
協
働
・
連
携
を
密
に
し
つ
つ
、
新
市
総

合
振
興
計
画
に
位
置
づ
け
て
い
き
ま
す
。

　

朝
日
町
、
小
島
西
、
児
玉
南
の
各
土
地

区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
優
良
な
居

住
環
境
整
備
と
、
早
期
事
業
完
了
を
促
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
る
市
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
本
位

の
行
政
を
進
め
る
た
め
に
、「
市
長
へ
の

手
紙
」
や
対
話
集
会
な
ど
の
広
聴
事
業
及

び
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
広
報
事

業
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、「
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
」
の
制
度
化
な
ど
、
行
政
へ
の

市
民
参
画
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
の
市
政
運
営
の
指
針
と
な
る
「
総

合
振
興
計
画
」
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

「
総
合
振
興
計
画
審
議
会
」「
地
域
審
議
会
」

の
ほ
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
、
市

民
協
議
会
の
開
催
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
等
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
策

定
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

実
現
の
た
め
、
住
民
自
治
組
織
の
施
設
整

備
や
助
成
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
を
育
成
・
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

　

行
財
政
運
営
の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

「
行
政
運
営
」
か
ら
「
行
政
経
営
」
に
転

換
し
、
事
業
の
選
択
と
集
中
に
よ
り
真
に

必
要
な
部
分
へ
行
政
資
源
を
投
入
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
少
子
高
齢
社
会
と
厳
し
い
財
政

状
況
等
に
対
応
す
る
簡
素
で
効
率
的
・
効

果
的
な
行
政
体
制
を
整
備
し
、
行
政
経
営

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
本
庄
市
行
政
改
革
審
議

会
」
を
設
置
し
、
①
事
務
事
業
の
再
編
・

整
理
、
廃
止
・
統
合
、
②
指
定
管
理
者
制

度
の
活
用
と
民
間
委
託
の
推
進
、
③
職
員

の
定
員
管
理
・
給
与
の
適
正
化
、
④
経
費

節
減
等
の
財
政
効
果
、
等
を
進
め
る
行
政

改
革
大
綱
を
策
定
し
、
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
た
行
政
経
営
を
進
め
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
効
果
・
成
果
の
よ
り
高

い
事
業
に
行
財
政
資
源
を
集
中
さ
せ
る
と

と
も
に
、
事
務
事
業
や
組
織
な
ど
の
再
構

築
を
積
極
的
に
行
い
、
市
民
本
位
の
「
経

営
感
覚
を
持
っ
た
進
歩
す
る
本
庄
市
行

政
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

④
地
域
を
支
え
る
活
力
・
産
業

づ
く
り

⑤
人
が
集
い
、
新
た
な
活
動
が

生
ま
れ
る
拠
点
づ
く
り

⑥
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
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今
議
会
の
初
日
に
上
程
さ
れ
た

議
案
は
、
条
例
等
22
件
、
平
成
18

年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
と

す
る
予
算
関
係
24
件
の
あ
わ
せ
て

46
議
案
で
す
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
条
例
関

係
で
は
、
地
方
自
治
法
第
１
６
８

条
第
２
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基

づ
き
、
収
入
役
を
置
か
な
い
こ
と

と
す
る
『
本
庄
市
に
収
入
役
を
置

か
な
い
条
例
』、
本
庄
市
長
の
給

料
及
び
本
庄
市
長
等
の
期
末
手
当

の
減
額
措
置
を
す
る
た
め
の
『
本

庄
市
長
の
給
料
及
び
本
庄
市
長
等

の
期
末
手
当
の
額
の
特
例
に
関
す

る
条
例
』、
企
業
の
誘
致
を
促
進

し
、
産
業
の
振
興
及
び
雇
用
機
会

の
拡
大
を
図
る
た
め
の
『
本
庄
市

企
業
誘
致
条
例
』
な
ど
で
す
。

　

予
算
関
係
で
は
、
２
月
に
開
催

さ
れ
た
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
に

お
い
て
承
認
さ
れ
た
、
新
市
の
暫

定
予
算
を
本
予
算
と
す
る
た
め
の

『
平
成
17
年
度
本
庄
市
一
般
会
計

予
算
』
な
ど
12
件
、
及
び
『
平
成

18
年
度
本
庄
市
一
般
会
計
予
算
』

な
ど
当
初
予
算
12
件
で
す
。

平
成
18
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
１
日
か
ら
23
日

ま
で
の
23
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
条
例
や
平
成

18
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
、
あ
わ
せ
て
55
議
案
を
慎
重
に

審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
・
同

意
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

空
席
と
な
っ
て
い
た
助
役
に
つ

い
て
、
中
沢
敏
氏
58
（
市
総
務
部

長
）
を
選
任
す
る
こ
と
で
同
意
が

得
ら
れ
ま
し
た
。（
４
月
１
日
就
任
）

助
役
に
中
沢　

敏 

氏 

一
般
会
計
予
算
、
条
例
の

制
定
・
改
正
な
ど
55
議
案

を
審
議

選
挙
管
理
委
員
に
各
氏

　

市
議
会
最
終
日
の
３
月
23
日
に
、

議
場
に
お
い
て
、
議
員
に
よ
る
選

挙
管
理
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

次
の
４
人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
同
日
付
で
就
任
）

　

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

４
人
の
選
出
も
同
時
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

田島　清 氏
（牧 西）

萩原　英子 氏
（北 堀）

中村　憲司 氏
（児玉町児玉）

三澤　力男 氏
（朝日町）

助 役

中沢　敏 氏

内野　隆次 氏
（傍示堂）

堀口 恭仁子 氏
（栄３丁目）

山下　武治 氏
（児玉町吉田林）

　

最
終
日
に
は
、
追
加
議
案
と
し

て
、『
本
庄
市
助
役
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
』

な
ど
５
件
の
人
事
案
件
、
条
例
３

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
ほ
か
、

議
員
提
出
議
案
と
し
て
『
市
長
の

専
決
処
分
事
項
の
指
定
に
つ
い
て
』

の
１
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙

が
議
場
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
追
加
議
案
を
含
め

す
べ
て
の
議
案
を
、
原
案
ど
お
り

可
決
・
同
意
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
助
役
及
び
各
委
員
の
選

任
に
関
す
る
議
会
の
同
意
、
並
び

に
選
挙
に
よ
る
選
出
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

公
平
委
員
会
委
員
に
、
次
の
３

人
を
選
任
す
る
こ
と
で
同
意
が
得

ら
れ
ま
し
た
。（
３
月
24
日
就
任
）

公
平
委
員
会
委
員
に
各
氏

　

監
査
委
員
に
三
澤
力
男
氏
を
選

任
す
る
こ
と
で
同
意
が
得
ら
れ
ま

し
た
。（
３
月
24
日
就
任
）

監
査
委
員
に
三
澤
力
男
氏

上田　裕ニ 氏
（児玉町八幡山）


